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食の大切さを考える 
 先日、「学校給食週間」にちなんで、生徒会給食委員会主催で、給食完食運動が実施されまし
た。沢山食べられる生徒や食の細い生徒など人それぞれですので、それぞれ食べられる分量を注
いだ給食の完食を目指す取組でした。学級対抗のクラスマッチ形式で実施されましたが、結果は
なんと「全クラス１位」というものでした。これは全てのクラスで全員が自分の分の給食を残さ
ず食べきったということです。生徒集会で結果が発表され、すべてのクラスの代表者が表彰を受
けた素晴らしい取組でした。 
 世界で食品ロスが問題視される中、捨てられる食品の約3割を占めるといわれている残食をい
かに減らすかが、問題解決のポイントだと言われています。以前、SNS映えを目的として大盛り
ラーメンを注文してインスタグラム等に投稿したものの、その後食事をした結果、半分も食べら
れずに残す人が急増したことが問題視されたことがあります。無理して沢山食べたり、顔をゆが
めながら激辛料理を食べたりするテレビ番組も時々見られます。「食」は、私たちにとってまさ
に日常です。食生活を豊かにしたいと誰もが願っています。ですか
ら人々の食に関する興味・関心をかき立てる情報に需要があるのも
当然です。しかし、はたして、これらの行為が食事を大切にいただ
くことにつながっているのか甚だ疑問を感じます。 
 給食完食運動の表彰の後、学校栄養職員の庄村実優先生から、学
校給食が、中学生にとって栄養価が高く、生徒達の成長を大きく支
えるものになっていることついてお話しいただきました。「好き嫌
いなく残さず何でも食べる」という食の基本の大切さについて改め
て考えることができた貴重な時間となりました。 


